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～競争から共創へ～
輸送サービス連携の取組について

２０２３年2月1７日

西日本鉄道㈱ ・ 九州旅客鉄道㈱
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■ＪＲ九州×西鉄 「輸送サービス連携に関する覚書」

● 2019年10月23日 2社は「輸送サービスにおける連携に関する覚書」を締結
● 長年のライバルであった2社の連携は、地域に、そして業界に驚きをもって捉えられた。

2社はなぜ連携することになったのか

その背景と取り組みについてご説明いたします。
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背景
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■九州の交通を取り巻く環境

● 九州における公共交通利用者は、全てのモードで右肩下がり。

出典：九州運輸局
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● 人口減少と高齢化により、移動需要のみならずサービスの担い手も減少が続く。
● 「人の移動」と密接に関係する社会課題も顕在化。地域交通ネットワークの維持は喫緊の課題。

■九州の交通を取り巻く環境

高齢化率
29%

2020年総務省
九州地区65才以上人口

買物困難者
100万人

2015年農林水産政策研究所
九州7県

免許返納者数
3万5千人

2020年警察庁 九州地区
75歳以上の申請取消件数

赤字バス会社
100%

2020年国土交通省
30台以上保有する九州のバス会社

有効求人倍率
2.33％

2022年12月 福岡労働局
自動車運転の職業

買物困難者割合
2８.４％
九州7県平均

65才以上人口に占める
買い物困難者の比率
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● 九州における公共交通事業者の収益力は、COVID-19の影響により更に大きく低下。

運送

収入

運送

収入

出典：九州運輸局

■九州の交通を取り巻く環境
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ハード（クルマ）のデジタル化
インターネット接続（コネクテッドカー）
自動化・電動化・移動データの収集

所有から利用へ
個人の移動のニーズを満たす新しいモビリティサービス

カーシェア・シェアサイクル・配車アプリ

プラットフォーマーを目指す動き
Google/Softbank/トヨタ…

移動データを活用した新たなビジネスチャンス

スマホによるサービスの変革
モビリティの検索・決済・予約・利用のデジタル化が進展

AIデマンドバス・マルチモーダル検索アプリ

■デジタルによるモビリティの変革

● CASE、所有から利用への転換、プラットフォーマーの地位争い、スマホを介したサービスの拡充。

● モビリティの世界にも、デジタル化・DXによるビジネスモデルの変革の波が押し寄せている。

新しいモビリティ
≒
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連携に至るまでの経緯
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● デジタルを活用した新たな交通ネットワークづくりの取り組みを推進

■連携までの西鉄の取り組み

マルチモーダルモビリティサービス
「my route」の開始（2018.11～）

都心循環BRTの形成に向けた
連節バスの運行（2016.7～）

AI活用型オンデマンドバス
「のるーと」の運行（2019.4～）

西鉄大橋駅での乗り継ぎ施策の実施 （2013.10～）

9
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● デジタルの活用、新技術による利便性向上、持続可能性の向上に向けた取り組みを推進

■連携までのJR九州の取り組み

10

運行情報提供サービス（「どれどれ」）
「JR九州アプリ」内で、列車位置情報を提供

技術革新と環境への配慮（「DENCHA」）
国内初の交流電化方式の架線式蓄電池電車を開発
自動運転技術の実証も開始
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■輸送サービス連携締結までの経緯

2016 世界初のMaaSアプリ 「Whim（ウィム）」 フィンランドでサービス開始

その後、交通事業者・自動車メーカー・不動産・・・など、幅広い業界、官民、様々な形でMaaSが注目され始める

2018 2018.秋
次期中期経営計画策定・MaaSの検討着手
モビリティ関連のベンチャーなど手当たり次第に接触

2019.３
中期経営計画2019-2021 発表
「新たなモビリティサービス(MaaS)への挑戦」を明記

20192019.4 
アイランドシティで「のるーと」
運行開始

2018.11
MaaSアプリ「my route」
実証実験開始

両社それぞれで
モビリティサービス・MaaSを意識した取り組みを始める
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MaaS＝Mobility as a Service 「移動の全てをひとつのサービスに！」

● 既存公共交通の連携に、デジタル活用による新しい移動サービスを合わせて、モビリティサービスを捉える。
● モビリティサービスと地域のコンテンツとの融合により、移動需要の創出と地域の活性化に寄与できる。

++

＜プラットフォーム・アプリ＞
ルート検索・予約・決済・利用を

ワンストップ化

個人の移動ニーズを
より実現可能に

既存の公共交通 新しい移動サービス 地域のコンテンツ

モビリティサービス

■デジタルによるモビリティの変革 ～MaaS～
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共創

・様々な交通サービスが連携した地域交通ネットワークづくり
・地域コンテンツと連携した移動需要創出
（観光・生活サービス・行政・商業など）

・少子・高齢化によるご利用減で減便・廃止が加速
・支える労働力も不足
・競争が成立しないマーケットで競争
・コロナ禍で更に危機的状況に

■地域交通のリデザインとモビリティサービス・MaaS

MaaSアプリの導入が目的・ゴールではない

● 地域交通が苦難に直面する中、MaaSの概念が登場したことは大転換・再構築の契機。
● MaaSを用い、持続可能な地域交通ネットワークの構築と地域経済の活性化、住み続けられる地域づくりに貢献。
● 観光振興の観点からも、地域交通の維持・利便性の向上は重要な命題。

厳しい地域交通の現状

競争

モビリティサービス・MaaS
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■モビリティサービス・MaaSの実現に必要なもの

シームレスなモビリティサービス＝交通事業者がつながること
1社のサービス・狭いエリアでは成立しない

地域のコンテンツとの融合＝業種を超えた様々なプレイヤーとの連携
交通事業者だけの取り組みではない

リソースの確保＝持続可能なスキームづくり
「導入して終わり」ではない

開発・維持し続けるための「ヒト・モノ・カネ」が必要

交通は「民間事業」で収支も重要

交通事業者１社の取り組みでは実現不可能

交通事業者・地域が一体となった連携が重要
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■西鉄 vs JR九州 【鉄道運輸収入の推移（単位：億円）】
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1987 1988 1989 1990 1991 1992 1993 1994 1995 1996 1997 1998 1999 2000 2001 2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019

民営化の勢い期

高速道・高速バスに
惨敗期

九州新幹線期
九州新幹線
部分開業

（新八代～鹿児島中央）

新駅開業 38駅
新車投入
列車増発

1988 ハイパーサルーン

1989 ゆふいんの森

1990 811系

1992 つばめ
運賃改定
（値上げ）

列車増発
高速化

割引きっぷ投入

1995ソニックにちりん

2000白いかもめ

リーマンショック
高速土日割引

熊本地震

株式上場

高速道路の延伸

1990 長崎道全通
1995  九州道

鹿児島まで全通
1996 大分道全通
1999 福岡都市高速と

九州道が接続

高速バスの攻勢・成長

スピードアップと定時性向上
路線拡大・増便
2000
福岡～北九州1000円など、1000
円・1500円高速バス登場
グランドパス65発売

6年間で
▲200億円

鉄道vsバス＝強力な「商売敵」
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■輸送サービス連携締結までの経緯

両社でモビリティサービス・MaaSを意識した取り組みを始めるが

当時は2社バラバラの取り組み
お客さま、地域にとってそれが望ましいことなのか？

2016 世界初のMaaSアプリ 「Whim（ウィム）」 フィンランドでサービス開始

その後、交通事業者・自動車メーカー・不動産・・・など、幅広い業界、官民、様々な形でMaaSが注目され始める

2018 2018.秋
次期中期経営計画策定・MaaSの検討着手
モビリティ関連のベンチャーなど手当たり次第に接触

2019.３
中期経営計画2019-2021 発表
「新たなモビリティサービス(MaaS)への挑戦」を明記

20192019.4 
アイランドシティで「のるーと」
運行開始

2018.11
MaaSアプリ「my route」
実証実験開始
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■輸送サービス連携締結までの経緯

2019.４.26 両社担当課長級で意見交換

両社で一緒に取り組むことで意気投合

２０１９．６.6 両社担当役員の顔合わせ懇親会 ＠某社MaaS視察イベント in 伊豆
201９．８.10 JR九州の役員勉強会に、西鉄の担当課長を招きプレゼンしてもらうという前代未聞の取り組み

・・・などなど、連携の実現に向けた数々の転機を経て、意思決定を深度化

交通事業の厳しい経営環境下において

取り組むべきは両社の輸送サービスを連携し、利便性と持続可能性を高めること

「MaaSは目的ではなく、ひとつの実現手段」と捉えるべき

両社上層部へとエスカレーションしていく中で上がってきた声

当初、担当者は過去の両社の関係から「輸送サービスの連携」と書くことを躊躇
上層部からそういう声が上がったことに驚きつつ、その方向に一気に走り出す
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■輸送サービス連携協定締結までの経緯

2019.１０.23 「輸送サービス連携に関する覚書」締結 報道発表

● 「MaaSの連携」ではなく、更に幅広い「輸送サービス連携」覚書を締結

MaaS分野での連携

・両社が連携したMaaSアプリによる新たなサービスを提供

公共交通のご利用促進につながる輸送サービスの提供
・モードの役割分担（幹線・支線）
・結節機能の向上
・乗り継ぎダイヤの調整や新サービスの検討
・運行情報の相互表示、案内強化

公共交通の利便性を向上させるための新しいテクノロジーを活用した
輸送サービスの実現
・新たな技術の活用に共同で取り組み、ソフト・ハード両面での利便性向上を図る
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3.当社が描く将来ビジョン
■今後あるべき交通ネットワークの方向性

幹線

支線

地域交通

補完交通

● 交通ネットワークを階層的にとらえ、それぞれのプレイヤーが自らの得意分野で社会的役割を果たす。
● 多モード連携・階層型の交通ネットワークの構築により、地域におけるモビリティの維持・向上を図る。
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競争から共創へ
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■JR九州 中期経営計画2022-2024
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■JR九州 中期経営計画2022-2024
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■西鉄 長期ビジョン「にしてつグループまち夢ビジョン2035」
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■西鉄 長期ビジョン「にしてつグループまち夢ビジョン2035」
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取り組み事例
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■JR九州・西鉄の輸送サービス連携 （北九州市 JR下曽根駅 2020.3～）

（従来の路線バスは住宅地～小倉都心直通系統だったが・・・）● 従来は競争していたエリアで接続連携。バス路線のフィーダー化と系統新設、鉄道とのダイヤ調整を実施。
● 運行情報の相互提供やベンチ増設、サイン整備など乗継環境の向上も実施。
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■JR九州・西鉄の輸送サービス連携 （北九州市 JR戸畑駅 2022.2～）

戸畑駅みどりの窓口内に
西鉄バス定期券発売所を設置

・北九州市により、戸畑駅ロータリー内のバス待機場拡張

・駅舎内に西鉄バス乗務員の待機・休憩スペースを新設

住宅地から下曽根駅への
フィーダー系統を新設

鉄道乗り継ぎに
便利なバスダイヤ設定に

（従来の路線バスは住宅地～小倉都心直通系統だったが・・・）● 両社の連携と資産の有効活用により輸送サービスの利便性向上・利用促進を目指す
● 乗車券販売窓口の隣接化や、バス待機場の拡充など、ハード面での鉄道・バスの結節機能強化を実施。
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実績
JR千早駅⇔アイランドシティ
地下鉄橋本駅⇔壱岐南地区
JR東郷駅⇔日の里団地
JR古賀駅⇔ししぶ・花鶴丘地区
その他全国各地で導入

一部の運行を
地元タクシー会社に委託

■AI活用型オンデマンドバス「のるーと」

（従来の路線バスは住宅地～小倉都心直通系統だったが・・・）● JR駅を拠点に、西鉄がAIオンデマンドバス「のるーと」を展開。連携して新しい地域交通の利用促進を目指す。
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● 2018.11 西鉄とトヨタ自動車が福岡市内において実証実験開始
● 201９.11 JR九州も参画し本格運用開始
● 両社とトヨタファイナンシャルサービスとの連携で、活用の推進と機能向上を図る

■MaaSアプリ 「my route」
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● トヨタファイナンシャルサービス㈱が開発・提供するスマホアプリ。
● ２０１８年１１月に西鉄がローンチカスタマーとなり、福岡にてサービス開始。
● 福岡、北九州、糸島、佐賀、大分、長崎、熊本、宮崎、沖縄、横浜、富山、愛知でサービス展開。
● アプリダウンロード数 ： 約４1万ダウンロード(2023.1時点)。
● デジタルチケット販売数 ： ３０,０００枚以上/月 ※MaaSアプリNo.1
● デジタルチケット取扱数 ： 約８０券種

施設検索

ルート検索

思い付いたとき、すぐに
周辺のグルメや体験施設が
を検索。

交通スポット検索
見知らぬ土地でも安心！
近くの交通スポットを探して
情報（時刻表・バスロケ・
予約導線）を確認。

シングルモーダルおよび、
マルチモーダルに対応。

myステーション

毎日利用する交通の情報を
一目で確認！

myチケット
すぐに使いたいチケット
クーポンに簡単アクセス！

おでかけメモ
今度行きたい！面白そう！
美味しそう！をURL・画像
など多様な方法で保存。

おでかけ情報
思わずおでかけしたくなる
周辺のグルメやイベントの
情報を紹介

おでかけサービス
予約/利用

おでかけ先の交通や施設
チケットを予約・購入可能。

おでかけ情報 地図で探す お得におでかけ

■おでかけアプリ「my route」の概要
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● JR＋西鉄バス＋観光パスorタクシーチケットのセットチケット。
● 北九州市による観光パス無償提供により実現した限定企画。

■乗車券＋観光パスのパッケージ化【北九州いってきまぁ～すチケット】
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● 都心部（天神・博多）への集客を目的とした、交通（3社）・商業（15施設）の連携チケット。
● 鉄道or高速バス+路線バス＋３,０００円分のお買物券がセットになった企画券。
● 最安区間であれば、お買物券と同額の３,０００円で購入可能。
● 乗車券はスマホの目検、お買物券はQR読込による引換え（紙のお買物券）である。

■乗車券＋お買物券のパッケージ化【天神・博多 乗レール買エールチケット】
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■「my route」 QRコードデジタルチケット改札サービスの共同開発

● my routeのQRコードデジタルチケットを活用した改札通過サービスを共同で開発
● お客さまの利便性向上とデータの活用に取り組む
● 西鉄福岡天神駅にて、両社合同で報道発表を実施
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■両社が協力したイベントの開催

● JR九州が主催する「JR九州ウォーキング」に、両社がタイアップしたコースを設定
● イベントによる鉄道・バスの利用促進に両社で協力して取り組む
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■両社の鉄道がコラボしたツアーの実施

● 西鉄「Rail Kitchen Chikugo」・JR九州「A列車で行こう」がコラボレーション
● 大牟田市とも連携した旅行ツアーを実施し、地元経済にも貢献
● 両社旅行部門が連携した鉄道ファン向けツアー企画も登場
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■社員間の交流 「WAKU WAKU HIRAMEKI PROJECT」

● 両社の若手社員25名が、会社・部署の枠を超えて、未来の事業モデルなどを議論
● 最終報告会で両社役員にプレゼンを実施
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取り組みの拡がり
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■拡がる交通事業者の「輸送サービス連携」

2019.5 第一交通産業・JR九州
2019.10 西日本鉄道・JR九州
2021.9 宮崎交通・JR九州
2021.9 西日本鉄道・第一交通産業・JR九州
2022.3    九州産交バス・タクルー・JR九州

● 肝心の輸送サービスがつながっていなければMaaSも成立しない。
● 「輸送サービス連携」がMaaSの本質との理解のもと、交通事業者間の連携体制の構築を推進。
● 両社の枠組みに第一交通産業も参画した3者の連携協定も締結
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■九州内に拡がる「my route」のサービス

■熊本県 2023年1月28日～
2020年5月~ 水俣市

水俣MaaSプロジェクト実行委員会によりスタート
＜事務局：UTモビリティーサービス（株）＞

交通事業者が広く参画し
全域でサービススタート

九州産交バス、JR九州、熊本市交通局、
UTモビリティーサービス、Takuroo

肥薩おれんじ鉄道、熊本電鉄、熊本都市バス、西鉄他

■佐賀県 2022年1月～
西鉄・JR九州・Seed HD・祐徳自動車他

■長崎県 2022年8月～
長崎自動車、JR九州
長崎県交通局、西肥自動車、長崎電気軌道、
松浦鉄道、ラッキー自動車、西鉄他

■宮崎県 2020年11月～
宮崎交通、JR九州、西鉄

■福岡県（糸島）2021年2月～
Seed HD（福岡トヨタ・昭和自動車）

■福岡県
2018年11月 実証実験開始
2019年11月 本格実施開始
西鉄、JR九州、第一交通産業

■沖縄県 2022年2月～
第一交通産業
（琉球バス交通、那覇バス、第一マリンサービス）
沖縄バス、東洋バス

■大分県
2022年2月～ 由布院でサービススタート
亀の井バス、JR九州、西鉄、第一交通産業

2023年1月12日 エリア拡大（大分空港MaaS）
大分交通、大分バス

●両社が協力し、各エリアの交通事業者・行政との連携を推進して、サービスを九州各地に展開

太字は委員長・副委員長会社
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■令和4年度 日本版MaaS推進・支援事業

流れは既に「実証」から「社会実装」に。
更に「面的な展開」が求められている。
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■九州における広域MaaS推進事業

● 九州各地のMaaS実行組織を通じて実施したMaaSアプリ“my route”による展開を、未導入の各県を中心
に面的に九州全域に整備する。

● 交通事業者、官民、幅広いプレイヤーによる共創で、持続可能な地域交通ネットワークづくり、観光の魅力・
競争力向上に活用する。

● 併せて九州が一体となった運営組織を設立し、MaaSの社会実装・持続可能なスキームの構築を進める。

協議会の構成員
【幹事】九州旅客鉄道(株)、西日本鉄道(株)、第一交通産業（株）、全日本空輸(株)、トヨタファイナンシャルサービス(株)、（一社）九州経済連合会、（一社）九州観光機構
各地に設置済の官民連携MaaS実行組織（福岡県糸島・宮崎県・佐賀県・大分県・長崎県・熊本県水俣市 他）（今後各地に設置する実行組織も随時参画）

地域課題
⚫ 少子高齢化、人口減少に加えコロナ禍による厳しい交通事業者の経営環境下での、持続可能な地域交通ネットワークの構築
⚫ ポストコロナを見据えた観光の競争力向上
⚫ MaaSアプリ・PFを通じた利用実績データの取得・幅広い利活用と、MaaSの持続可能な運営スキームの構築 など

事業概要

サービス開始時期
2022年度夏 長崎県スタート 2022年度秋 熊本県スタート 2022年度冬 鹿児島県スタート
※並行し既存展開地域でも面的な展開、高度なサービス展開を推進

エリア 九州・沖縄各県（長崎・熊本・鹿児島は新規展開）

MaaSシステム my route（トヨタグループが提供するMaaSアプリ）

交通サービス

⚫ 同一のMaaSアプリ・PFを活用したシームレスなサービス
・九州を一つのアプリ（ワンストップ）で網羅
・交通事業者をまたいで利用可能なデジタルチケットの設定
・アプリによる多様なモビリティ利用
・新たな需要創出を目指した観光・商業など地域コンテンツとの連携 （観光施設入場券や特典、商業施設クーポンなど）
・デジタルチケットQRコード判定によるUI向上と利用データ収集

交通以外のサービス

⚫ 商業施設・観光施設クーポン提供・販売 （交通チケットとのパッケージ販売等）
⚫ 観光・イベント情報提供
⚫ 行政情報の提供
⚫ 交通事業者の連携と観光・行政などの連携
・地域一体となった観光客を迎える体制づくりと競争力の向上
・観光と地域「皆が支える」モビリティ・MaaSづくり
・MaaSの社会実装の推進と持続可能なスキームの構築
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MaaSなど最新技術の活用と
「官民の共創」＋「交通事業者相互間の共創」＋「他分野を含めた共創」で
地域交通を持続可能な形で「リ・デザイン」することを目指す

■国の交通政策の方向性
アフターコロナに向けた地域交通の「リ・デザイン」有識者検討会の 提言



43

交通事業者 観光 行政 商業・医療・・・ イノベーター

各分野に
おける
活用策

・DXによる利用促進・利
便性向上
・持続可能な交通ネット
ワークの構築
・・・

・DXによる利便性・回
遊性向上
・誘客ツール
・観光情報提供
・インバウンド対応
・・・

・交通政策
・スマートシティ
・SDGs
・DX
・・・

・モビリティと連携した利
用促進
・SDGs
・・・

・DX・イノベーション・・・

「一緒に活用、一緒に支える」持続可能なスキームが必要

■持続可能なスキーム構築の必要性

それぞれの分野・立場で課題解決・成長戦略のために活用

モビリティサービス・MaaS

● 数多くの交通事業者、交通政策、観光振興・・・様々な要素が関連。
● 交通事業者が担う役割は大きいが、もはや1社単独の取り組みではない。
● 「イニシアルだけ行政が補助。あとは交通事業者で・・・」という形ではない新たなスキームが必要。

「展開・維持・開発を続けるためのリソース（＝ヒト・モノ・カネ）」をどう確保するか。
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■九州MaaSプロジェクト研究会
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■九州MaaSプロジェクト研究会
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■九州MaaSプロジェクト研究会

● 九州経済連合会の主催する「九州MaaSプロジェクト研究会」へ委員および事務局として参画。
● 九州広域でのMaaS推進体制構築を目指している。
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まとめ
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■まとめ

目指すべきは「輸送サービスの連携」による利便性・持続可能性の向上
連携のきっかけは「MaaS」の検討

しかし、本来目指すべきは、連携による利便性と持続可能性の向上。 「MaaS」はその一手段に過ぎない。

「輸送サービス連携」を契機に、両社の連携の輪が拡がる
輸送サービス連携の開始から、いろいろな分野での連携も進む

地域交通ネットワークの利便性・持続可能性に向けた取り組みを推進

長崎・熊本のバスの共同経営など、九州各地でモビリティの先進的な取り組みが進む。

九州各地の事業者との連携の輪も広げ、九州の交通ネットワークの利便性と持続可能性の向上に

貢献していきたい。
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ありがとうございました。


